
教員の養成の目標 

 

明治大学の教職課程は、戦後改革の柱の一つである「開放制」教員

養成システムとして創設された。「開放制」教員養成システムとは、

師範学校を中心とする戦前の「閉鎖制」教員養成システムに代わるも

のであり、広い教養と深い学問的な素養を持つとともに、型にはまら

ず豊かな人間性と個性を持った教師を、大学教育を通じて養成する

ものである。  

本学の教職課程はこの開放制教師養成の原点に立つとともに、本

学の「個」の確立を基礎とした教育方針に沿って、「豊かな個性と力

量をもった教師を養成すること」を目標としている。  


